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   We report wo cases of renal cell carcinoma, primary lesions of which were not diagnosed 
at an early stage. 
   The firstcase was a 58-year-old woman, who had nephrectomy due to staghorn calculus 
of left kidney. Fifteen months later, she died of metastatic cancer whose origin was unknown 
until the left kidney was re-examined. It was sarcomatoid renal cell carcinoma. 
   The second case was 43-year-old woman, who had amputation of right index finger 
due to metastatic umor. Renal cell carcinoma was highly suspected, but no tumor could 
be found in her kidneys although various urological examinations were performed. Two 
years later, abdominal CT scan showed a space-occupying lesion  (SOL) of left kidney. She 
had left nephrectomy, and the origin was finally identified. 
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現病 歴 ・1980年9月,頻尿,残 尿 感,下 腹 部 不 快 感
出 現 し,内 服 薬に て軽 快 した.以 後1981年9月ま でに
同 様 の こ とを5～6回 繰 り返 し,近 医に て 左腎 結 石 を
指 摘 され,9月9日 当科 初 診KUB,DIPに て左 サ
ンゴ状 結 石,1tnon-visuaiizingkidneyを認 めll月
9日 入 院 とな った.
入 院 時 現症:体 重55.5kg血 圧140/70脈拍84整
結 膜 に 貧血 な し黄 疽 な し 肝 を 右 季 肋 部鎖 骨中 央 線 上
で1横 指 触 知 腎触 知 せ ず
入 院 時 検査 成 績:



























胸 部X線 写 真,心 電 図=異 常 を認 め な い.
KUB,DIP左 サ ンゴ状 結 石 を 認 め,左 腎 よ り造
影 剤 の排 泄 を認 め なか った(Fig.1,2).
99mTc-DMSA腎シ ンチ グ ラ フ ィー 摂 取 率 右27劣,
左3%
VCG:VURを 認 め な い.
経 過lI981年ll月20日,左腎 摘除 術 を施 行 した.腎
と周 囲 組 織,腹 膜,副 腎 と の癒 着 が 認 め られ た.病 理
組 織 で腎 は 実 質 の変 性,萎 縮 が 著 明 で,chronic三n-
terstitialnephritisと思 わ れ た.
術 後 経 過 良 好 で12月6日 退 院 した.
1982年3月感 冒様 症 状,全 身 倦怠 感,発 熱 が 出 現 し,
5月 当院 内科 に て慢 性肝 炎,貧 血 を 指 摘 され た.こ の
問6週 間 に6.5kgの 体 重 減 少 を認 め た.以 後 不 明熱
持 続 す るた め,9月19日 内科 に 精 査 入 院 とな った,
内科 入 院 時 現 症=体 重45.5kg,血圧114/72,脈拍
116整,結 膜 に 中 等度 の貧 血を 認 め るが 黄疽 は認 め な
い,麦 在 リ γパ 節触 知 せ ず.左 右 季 肋 部鎖 骨 中央 線 上
で,肝 を3横 指,脾 を2横 指 触 知 す る.体 温37.8℃
内科 入 院 時 検 査成 績:
尿 所 見1異 常 を認 め な い.便 潜 血(一)
Fig.2.DIPofcaseIshowsleftnQn.visualiz旦ng
kidney
血 液 所 見 ・RBC329x104/mm3,Ht28%,Hg9.1
9/d1,WBC3,000/1nm3,P!at.24.1×104/mm3,出血
時 間3分,フ ィ ブ リ!一 ゲ ン616mg/dl,GOT36
1U/L,GPT251UIL,LDH3631UIL,ALP87





X線 写 真に て 脊椎 骨 に 破 壊 性 の変 化 を 認 め,Ga腫
瘍 シ ンチ グ ラ フ ¶一,99mTc骨シ ンチ グ ラ フ ィーに て
多発 性 に 異 常 集 積 を 認 め,転 移性 骨 腫瘍 が疑 わ れ た.
胸 部GTス キ ャ ン:縦 隔 に 腫 瘤 を 認 め た.
内科 入 院 後 経 過:原 発 巣 の 検 索 と して,消 化管 透
視,腹 部CTス キ ャ ン,腹 部超 音 波 断 層,IVP,膀
胱 鏡mammography,婦 人 科 的 検 索 施 行 す る も,異
常 所見 は得 られ なか った.肝 生 検 に て,非 特 異 的 反 応
性 肝 炎 の 像 が得 られ た.
毎 日37～39℃ の抗 生 剤 に 抵 抗 性 の 発 熱 が あ り,
1982年ll月～12月抗 結 核 療 法 を お こな う も反 応 せ ず,
1983年2月1乎吸 困難 増 強.2月27日,腎 摘 後1年3カ
月 で,癌 性悪 液 質に て 死亡 した.
剖 検時 所 見 ・ 脊椎 骨(L2,3),同周 囲 リンパ 節,左
縦 隔 リンパ節,肺 門 リ ンパ 節 に 転 移 性 腫 瘍 を 認 め た.
病 理 学 的 に 腎細 胞1幽の転 移 が 疑 わ れ た が,右 腎 は 代償
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性 肥大 を認 め る も悪性 所 見 は なか った.肺 は 線維 症 お
よび気 管 支 肺 炎 の像 を 呈 し,脂 肪 肝(1,360g),脾腫
(990g)が認 め られ た.
病 理 医 に よ る再 三 の 検 索 で も原 発 巣 が 確 認 で きな い
た め,1年3ヵ 月 前 サ ン ゴ状 結 石 に て摘 出 した 左 腎 を
再 度 検 索 してみ た と ころ,径2c・nの 腎 腫 瘍 が発 見 さ





































































な い,病 理 に て上 皮 細 胞 を 認 め た.5月20日 当科 を 紹
介 され た が,尿 検 査,IVP(Fig.6)に て異 常 を 認 め
ず,腹 部CTス キ ャ ン(6/10)(Fig.7).骨シ ンチ
(6/15)にて も 腫瘍 を 疑 わ せ る 所 見 は 得 られ なか っ
た,7月7日 中 手 骨 よ り右 示 指 摘 除.病 理 に てclear
cel1を含 む 腫 瘍 細 胞 が,血 管 に 富 む 細 い 間 質に よっ
て分 断 され,nestsを 形成 して 増 生 して い る のが 認
め られ,腎 細 胞 癌 の転 移 を 強 く疑 わ れ た(Fig.8).
8月lo日腎 動 脈 造 影(Fig.9)施行す る も異 常 所 見 は
認 め な か った.
原 発 巣 不 明 の ま ま8月22日 退 院.胸 部X線 に て 左 下
肺 野 に転 移 性 の肺 腫 瘍 も疑 わ れ て い た ため,以 後 胸 部
研 内科 に て経 過 をみ て いた と ころ,1983年10月5日腹
部CTス キ ャ ン(Fig.10)にて左 腎 腫 瘍 を 認 め,10
月13日当 科に 再 来 した.IvP(Fig.11)に て2年 前
に 比 べ,上 腎杯 間 の開 大 を 認 め,IO月20日当科 に 入 院
した 。
入 院 時 現症:体 重48kg,血 圧lIO/80,脈拍108整
結 膜 に 貧 血,黄 疽 な し,肝,腎 を触 知 しな い.
入 院 時 検 査成 績:
尿所 見1異 常 な し
血 液 所 見.RBC395×104/mm3,Ht33.5%,Hg
11.49/dl,wBc5,700/rnm3,Plat,28.9xlo4/mm3
GOTI41u/L,GPTIIIUIL,LDH3291U/L,





経 過lIO月25日腎 動 脈 造 影 術 施 行(Fig.12).左腎
上 部外 側 に 腫 瘍 血 管 を 認 め た 。Il月ユ日左 腎 摘除 術 施
行 し,径3cmの 黄 白色 の腫 瘍 を 認 め(Fig.13),病
理 組 織 に てgranularおよびclearcelltypeの腎 細
胞 癌 を 確 認 した(Ffg.14).
ll月17日よ り,肺 転移 巣(Fig.15).に対 し イ ンタ






























腫 瘍 と尿 路結 石 の 合併 は26.3～48%4馬6)との 報 告 が あ
る.本 邦 で は,1907年内藤 に よ り腎 細 胞 癌 と尿路 結 石
症 の 合併 が報 告 され て 以来,こ れ ま で の 自験 例 を含め
40例の 報 告 が あ る7,s)(Table1).
性 別 は,男32例,女8例 と男 性 に 多 く,年 齢 は,38歳
～74歳(平均57歳),50歳代20例,60歳代9例,40歳 代6
例,70歳代4例,30歳 代1例 と な っ て い る(Table2).
患 側 は,右20例,左18例,不 明2例 と左 右 差 を 認 め
な い.主 訴 は,血 尿 が26例,落 痛 が16例と多 く,腫 瘤
を 触 知 した もの は3例 にす ぎな い(Table3).
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臨床 的 に 腎 腫 瘍 を 診 断,あ る い は疑 った も のは20例
(50%)であ り,結 石合 併 時 の腫 瘍 の 診 断 が い か に 困
難 であ るか を 物 語 っ てい る(Table4).尿路 結 石 症
に 対 し,血 管 造 影 やCTス キ ャ ンな どの検 査 を お こ
な うこ とが少 な い こ とが,そ の理 由 の ひ とつ と し て考
え られ る.
腫瘍 と 結 石 の因 果 関 係 に つ い て は,3つ の 説 が あ
る.JacobyS)は,結石 の 慢性 刺 激 に よ り 腫 瘍 が 発 生
す る とい う,結 石一 次 説 を と なえ,RemeteiO)は,腫
瘍 の 発 育に よ り腎孟 腎 杯 の尿 の通 過 障 害 を きた し,そ
のた め結 石 が 発 生す る とい う,腫 瘍 一 次 説 を とな え て
い る.ま た,Gthtgemannii)は,腫瘍 と結 石 の 合 併 は
偶 然 の一致 で あ る と い う,偶 然 説 を 主張 して い る.
第1の 症例 で は,結 石 と腫 瘍 の 因 果 関 係 は定 か では
ないが,結 石 の合 併 のた め に,自 覚 所 見,他 覚所 見
画像 診 断 な どに よ る腎 細 胞 癌 の 診 断 が 困 難 で あ った と
思 われ る.結 石 な ど の良 性 疾 患 に お いて も,常 に悪 性
疾患 を念 頭 に 入 れ,摘 出標 本 の念 入 りな 検 索 が必 要 で
あ る.
第2の 症 例 は,手 指 骨 転 移 巣 の病 理 標 本 に て 腎 細 胞
癌 を疑 わ れ た に もか か わ らず,泌 尿 器 科 的 検 索 では,
当初,原 発 巣 を 診 断 しえ なか った 例 であ る.
腎 細胞 癌 の診 断 時 に は,25～5760i2-14)にす で に 転
移 を 認 め,さ らに23%i3)は2ヵ月か ら15年の 間 に 転 移
を生 ず る よ うに な る といわh.てい る,
日本病 理 解 剖 集報(1959年～1977年)15)によれ ば,
1293例の腎 細 胞 癌 の 転 移 部位 は,肺76%,リ ンパ 節66
%,骨42%,肝41%,対 側 腎23%,同 側 副 腎17%と な
って い る、 骨 転 移 の生 じや す い 部位 は,脊 椎 骨46%,
肋骨24%,大 腿 骨12%,骨 盤 骨12%,胸 骨7%と な っ
て お り,末 梢 骨 は 非 常 に まれ で あ る.
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脊椎 骨,骨 盤 骨 に 転 移 の 多 い理 由 と して,Batson「s
paravcrtebralplexusi21i4・i6)が考 え られ て い る.肺
転移 を有 さな い もの で も,腎 と脊椎 周 囲 の 静 脈 に 交通
が あ る ため,直 接 脊 椎 骨 へ 転移 す る可 能 性 が い われ て
い る.
外 国 語文 献17～22)によれ ば,転 移性 手指 骨 腫 瘍 が161
例 報告 され て お り,そ の 原 発 巣 は,肺 癌75例(45・3
%),乳 癌18例(ll.2%),腎癌18例(11.2%),結腸
癌61列(3.7%)と な っ て い る(Table5).























































Bell25)は,径3cm以 下 の 腎 腫瘍 に 転 移 の少 な い
こ とか ら,こ うした もの を 良性 のadenomaとい う,
と述 べ て い る が,わ れ わ れ の 経 験 した2例 の よ うに
3cm以 下 の腫 瘍 で も早 期 に 転 移 を き たす こ とが あ る
のは,腎 細 胞癌 の 特異 な性 質 の ひ とつ とい え る.
Bennington24)は,前立 腺 癌 でい わ れ て い るoccult
cancer,latentcancerの概 念 を,径3cm以 下 の
腎腫 瘍 に も適 応 で きる と述 べ て い る.症 例1は,腎 摘
時 に はlatentcancer,症例2は,occultcancerで
あ った と いえ る.症 例2で は 転 移 巣 の 出 現 前 に原 発 巣
を 発見 す る こ とは 不 可 能 と思 わ れ,診 断 の 限 界 を痛 切
に 感 じた症 例 であ った.
腎細 胞 癌 に 対 す る有 効 な 治 療 法 の 確 立 され て い な い
現 在,こ う した 発 見 の困 難 な 腎 腫 瘍 を,い か に見 逃 さ
ず に 診 断 で きるか,そ して早 期 に 治 療 で き るか が,も















なお,本 論文 の要 旨は,第106回日本泌尿器科学会関西地
方会に おいて 発表 した.
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